
流域治水の施策について

※国土交通省HPより(https://www.milt.go.jp/river/Kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf）
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肝属川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～しらす堤防強化と大隅半島３市町（鹿屋市、肝付町、東串良町）が一体となった治水対策の推進～

肝属川

鹿児島県

○令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、肝属川水系においても、築堤材料が火砕流堆積物のシラス堤であり、水
の浸透に対して脆弱で侵食されやすい特性があり、また肝属川中下流部において背後地の地盤高が洪水時の河川水に比べて低く、内水氾濫が生じやすい地形特性と
なっているため、堤防強化、河道掘削、内水対策などの事前防災対策を進める必要があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大の
平成17年9月洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。

河道掘削

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防強化、堰改築、橋梁架替、
鹿屋分水路の機能向上検討 等

・利水ダム2ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：土地改良区など）
・内水対策の強化（排水ポンプ設置、排水ポンプ車
の機動的活用、水路網改修や釜場整備）

・雨水流出抑制施設（開発行為等）の設置促進
・公共施設（公園、駐車場等）を活用した雨水流出抑制施
設の設置推進
・雨水排水施設の整備推進
・いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進
・森林整備による流出抑制対策
・治山施設整備による土砂流出抑制対策
・河川の適正な維持管理 等

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

堤防強化

鹿屋市街部

堤防強化

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水位計・監視カメラの設置
・タイムラインの検証・見直し
・マイ・タイムライン、まるごとまちごとハザードマップの作成・支援
・想定最大規模の降雨を対象としたハザードマップの作成・周知
・洪水予報河川及び水位周知河川以外の法河川における
浸水想定区域の指定及びハザードマップへの反映

・防災行政無線の設置・普及
・アナログ無線からデジタル無線への更新
･スマートフォンアプリの普及
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成
・避難行動要支援者の個別計画作成
・防災マップ活用講座、防災出前講座等の推進
・緊急道路としての堤防天端の活用
※今後、関係機関と連携し対策検討

■被害対象を減少させるための対策
・土地利用の規制・誘導
・立地適正化計画（防災指針）による誘導施策等の実施
・浸水範囲の限定、氾濫水の制御（輪中堤、二線堤の整備）
※今後、関係機関と連携し対策検討
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二線堤の候補地検討
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鹿屋市街部掘削イメージ

堤防強化（肝属川茶円地区）

危機管理型水位計（肝属川19k2左岸)
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気候変動を踏まえた治水計画の見直し

○治水計画を、「過去の降雨実績に基づく計画」から、「気候変動による降雨量の増加などを考慮した計画」に見直し



既存インフラの有効活用（鹿屋分水路の機能向上）

■昨今の異常気象により、全国各地で出水被害が頻発。

■流域で最大の資産を有する鹿屋市街部については、基本高水流量を河道と分水路を１：１で配分す
る計画になっている。

■鹿屋分水路は計画完成（200m3/s）に対し、鹿屋市街部の河道流下能力は現況 100m3/s、整備計画
140m3/sであり、超過洪水時には、分水路は余裕がある一方で、鹿屋市街部で氾濫被害が発生する
ことが想定される。
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目的：分派対策により既存施設鹿屋分水路の有効活用を図り、災害リスクの軽減を図る

既存インフラ鹿屋分水路の有効活用を図ることで、容量制限等の多いダムや遊水地
と違い、社会・経済環境に大きな負荷をかけずに超過洪水対策を可能にする



大園橋付近浸水対策検討について

令和２年７月浸水被害状況

■令和2年7月に浸水被害が発生した大園橋付近を対象に、以下のような検討を実施中

■国・県区間を一体として河道水位を算定する計算モデルの構築

■旧大園橋（めがね橋）による影響の把握

■国の改修計画も含めた、浸水対策案の検討

直轄上流端

旧大園橋

旧大園橋（めがね橋）
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